
１ 事業概要

２ 事業の必要性

・泉川は、河積が狭小なため浸水被害が発生しており、昭和51年の豪雨では床下浸水5戸、

平成20年8月の豪雨では浸水面積32ha、床下浸水4戸の浸水被害が発生している。

・本河川においては、平成元年度に河川改修事業に着手し、これまでに河口部から上流の

上泉地内までのＪＲ橋梁部を除く区間において河床掘削、築堤等の河川改修を進め、浸水

被害の軽減を図ってきている。

３ 事業の適切性（事業規模、区間など）

・ＪＲとの協議が整ったことから、ボトルネックとなっているＪＲ橋梁の架替えを含むJR橋梁部

の区間に着手し、治水安全度の向上を図る。

４ 事業の投資効果

・費用便益比（B/C） ２．２

※一般資産被害、農作物被害、公共土木施設被害、営業停止被害等の抑止効果

による便益

〈その他の効果〉

・人命等の人的被害の軽減 等

５ 推進体制

・氷見市からの要望あり。

事 業 名 河川改修

事 業 箇 所 二級河川泉川水系泉川 （氷見市島尾外地内）

事 業 延 長 延長 ２４０ｍ

事 業 内 容 護岸工、鉄道橋架替工

総 事 業 費 １４．２億円

予 定 工 期 令和３年度～令和１０年度

令和３年度 新規採択箇所の概要

〈位置図〉

〈航空写真〉

①

今後の検討により構造が変更となる場合があります

②

〈標準横断図〉
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